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【研究活動の要約】 

 本研究において保育所に通う幼児とその保護者の食・生活習慣を調査し、朝食の品数が少ないことや、

朝食での孤食が見られることを明らかにした。そこで、地域と連携し、朝食の改善を目指した食育プロ

グラムを幼児と保護者に実施し、その効果を検討することを目的とした。目指すところは食育により生

涯にわたる質の高い生活と健康づくりである。 

 幼児に対しては、保育所にて計 3回の食育を実施した。食育内容は①朝食のすすめ、②バランス食の

すすめ、③共食のすすめとし、保育士と共食して行った。保護者には、自身の家庭の朝食を振り返るこ

とができる「あさごはんノート」を配布し、朝食で摂取した食品と、共食者等をノートに記入するよう

に依頼した。 

【研究活動の成果】 

保護者による「あさごはんノート」の取組を行った保育所において、母親の、主食・主菜・副菜の揃

った朝食に関する行動変容段階「維持期」「実行期」が増加、「無関心期」が減少した。また幼児の朝食

品目では「主菜」の摂取が 27.5％から 46.4％に上昇した。 

精華町の全 5 ヶ所の保育所において、食育の前後で比較を行ったところ、「主食・主菜・副菜の揃っ

た朝食」の摂取割合は、男児、女児共に上昇し、幼児全体で 17.7％から 22.4％となり上昇傾向であっ

た。「副菜」の摂取割合は、女児で 28.4％から 37.5％に有意に上昇し、幼児全体においても 28.6％か

ら 34.4％に有意に上昇した。 

以上の結果より、地域と連携した食育プログラムは朝食品目の改善に有効である可能性が示唆され

た。 

【研究成果の還元】 

学会発表 

 平成 27 年 9月 26 日第 62 回日本栄養改善学会学術総会「保育所における朝食品目の充実を目指した

食育の実践と評価」 福岡国際会議場 

論文投稿 

 平成 27 年 12 月 日本栄養士会雑誌投稿「保育所に通う幼児とその母親を対象とした朝食摂取状況-

男女比較-」 査読結果：修正後再投稿 

修士論文発表会 

 平成 28年 2月 16日 「保育所の幼児に対する朝食の改善を目指した地域との連携による介入研究」 

成果報告会 

 平成 28年 2月 23日 精華町役場 関係者約 14名「京都府立大学地域貢献型特別研究成果報告会」 
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